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年
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月
号

「
記
紀
万
葉
の
故
地
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
記
紀
万
葉
に
記
さ
れ
た
地

域
に
か
か
わ
る
内
容
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
の
「
よ
ろ
ず
は
」
は
、
「
万
葉
」

を
訓
読
み
し
た
も
の
で
す
。

よ
ろ
ず
は

記
紀
万
葉
の
故
地

８

大
和
の
都
か
ら
紀
伊
国
へ
は
、
紀
路
（
木
路
・
木
道
）
を
と
る
コ
ー
ス

き

じ

が
主
要
道
で
、
現
在
の
国
道
２
４
号
線
と
同
じ
く
、
紀
の
川
沿
い
を

西
に
進
み
、
和
歌
山
市
内
へ
と
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
紀
路
を
大
和

国
か
ら
進
ん
で
い
く
と
、
ち
ょ
う
ど
国
境
あ
た
り
に
真
土
山
が
壁
と

な
っ
て
現
れ
ま
す
。

亦
打
山

夕
越
え
行
き
て

廬
前
の

角
太
河
原
に

独
り
か
も
宿
む

ま

つ

ち

や

ま

ゆ
ふ

い
ほ
さ
き

す

み

た

か

は

ら

ひ
と

ね

（
訳
文
）
真
土
山
を
夕
ぐ
れ
に
越
え
て
い
っ
て
、
廬
前
の
隅
田
の
河
原

に
妻
も
な
く
寝
る
こ
と
か
。

（
巻
第
三
の
二
九
八
番
歌
）

真
土
山
を
詠
ん
だ
歌
の
ほ
と
ん
ど
は
、
紀
伊
行
幸
の
時
の
も
の
で

す
。
こ
の
歌
の
時
の
紀
伊
行
幸
で
は
、
真
土
山
を
越
え
て
、
「
角
太
」
あ

た
り
に
宿
を
と
っ
た
よ
う
で
す
。
「
角
太
」
は
、
紀
年
銘
入
り
の
人
物
画

像
鏡
で
有
名
な
隅
田
八
幡
神
社
の
隅
田
地
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

す

だ

と
こ
ろ
で
、
真
土
山
を
越
え
た
紀
伊
側
に
は
、
万
葉
歌
碑
の
道
が

整
備
さ
れ
、
隅
田
駅
か
ら
気
軽
に
巡
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
奈

良
・
和
歌
山
県
境
で
も
あ
る
こ
の
土
地
に
、
ぜ
ひ
奈
良
の
人
も
目
を
向

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
よ
う
な
場
所
で
す
。
【
万
葉
古
代
学
係
】

整備された万葉歌碑巡りのポイントの一つ、県境をまたぐ飛び

越え石（間を流れる落合川は、紀の川にそそぐ）


